　　　　　　　　　この方にいのちがあった。このいのちは人

　　　　　　　　　　の光であった。光はやみの中に輝いてい

　　　　　　　　　　る。やみはこれに打ち勝たなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨハネ１:４、５
救い主イエス・キリストの御降誕をお喜び申し上げます。
２００８年も、皆様のご支援とお祈りをいただきながら、主の恵みのうちに歩むことができまして、感謝いたします。

世界は不安を掻き立てるような暗いニュースが、津波のように次々と押し寄せてきています。１９２９年以来の大不況とまで騒がれている経済的、社会的不安が人々の心を揺さぶり、組織的なテロ活動の激化や多方面における犯罪の激増、共同生活していくべき人間同士の不信、自然界にあらわれた異変等々、不安な要素は尽きません。これらの災いは、もとをただせば、人間が神から離れて罪の世界に迷い出たことに起因しています。しかし、人は苦しみの中にあっても、罪の重さを知り、滅びのむなしさを自覚してまことのものを求めるとき、まことの光が照らされていることがわかってきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
まことの光は、罪によって暗くなっている魂の奥底まで照らすいのちの光です。この光こそ神の自己表現であり、キリストの血であり肉であり、人となって人類に顕われました。わたしたち一人ひとりを無限の愛をもって愛し、救ってくださるために、天の栄光の座を後ろにしてベツレヘムの馬小屋に顕われてくださいました。主イエス・キリストを信じてしたがっていく人生は、いかなる苦難の中にもやみの中を歩むことなく、希望の光の中を歩み、平安と喜びのうちに、天国の前味を豊かに味わい、神の栄光をあらわしつつ人生を全うしていくことができます。
これからの一年、そして全生涯を主の栄光の道を歩んでいきましょう。
２００８年　クリスマス

主に在る皆様へ
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